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AXIES 年次⼤会（RDM部会企画セッション）

2016 全学研究データマネジメント環境の構築に向けて

2017 ⽇本のRDM – ⽅針策定と情報基盤開発に向けて

2018 RDM環境構築のためのポリシーメイキング

2019 RDMの組織的⾏動への展開

2020 ⼤学におけるRDM⽀援体制の構築

2021 ⼤学での組織的RDMフレームワーク－実践と洗練

2022 ⼤学における研究データガバナンスを考える

2023 RDM推進の学内体制を考える

2024 RDMは研究活動をどう促進するか



研究データマネジメントの事例形成に向けて

• ⼤学の研究データマネジメントの取り組み事例を蓄積
雑誌「情報の科学と技術」
（情報科学技術協会の⽉刊誌に毎号掲載）
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jkg/-char/ja

講演内容を元に毎号寄稿

2024.10〜2025.9 の連載（全13編）を
事例報告集として発⾏

RDMに関する講演



AXIES2025 の RDM 

RDM部会ミーティング
12/1   17:15-18:15 @2階 F会場（206）
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研究データエコシステム構築事業 https://www.nii.ac.jp/creded/project.html



研究データ管理スタートアップ⽀援事業
https://www.nii.ac.jp/creded/start-up.html



⼤学の研究データ管理は地域連携で促進されるか︖

• “ChatGPT 5.1” https://chatgpt.com/ の回答・・

• はい。むしろ、現在の⽇本の状況（専⾨⼈材不⾜・予算制約・国の⽅針の強化）を
踏まえると、地域連携はもっとも現実的かつ効果的な推進⽅式です。

1. 専⾨⼈材不⾜を補える 多くの⼤学では、RDM担当（図書館、URA、情報部
⾨）が少⼈数です。地域連携により、単独では届かない専⾨性を確保できます。

2. データ基盤を共同で整備できる 個々の⼤学には予算・技術的ハードルがありま
す。地域で共同化すれば、コスト削減と標準化が両⽴します。

3. 地域の研究⼒を引き上げるインセンティブが働く ⼤学が連携することで、
RDMが「コスト」ではなく地域の価値創造インフラとして位置づきます。

4. 国の政策（2025年度からの加速）に対応しやすい 共通のガイドライン作成、
研修の効率化が可能となり、個々の⼤学の制度整備を強く後押しします。

5. 研究者⽀援の質を均質化できる 地域連携でFAQや⼿順書を共有できれば、地域
全体のRDMリテラシーが底上げされます。

「地域連携」は、⼤学のRDMを促進する強⼒なドライバーです。⼈材・予算・標準化
の課題を⼀挙に解決し、国の⽅針にも対応でき、地域の研究⼒強化にもつながります。



本⽇の企画セッション
（司会）⾼⽥良宏（⾦沢⼤学）

パネルディスカッション︓
（モデレータ） 甲斐尚⼈（⼤阪⼤学）

1. 棟朝雅晴 ⽒（北海道⼤学）

２．菅沼拓夫 ⽒（東北⼤学）
３．⻄村浩⼆ ⽒（広島⼤学）

４．冨浦洋⼀ ⽒（九州⼤学）

５．笠原禎也 ⽒（⾦沢⼤学）

６．⻘⽊学聡 ⽒（名古屋⼤学）

研究データ管理スタートアップ⽀援事業


